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第　

回
敬
老
会
を
開
催
し
ま

５１

す
。
ま
た
、
今
年
は
「
半
寿
顕

彰
式
典
」
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

す
。

　

【
月
日
・
会
場
】
▽
９
月
６

日
π
・
７
日
∫
＝
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）
▽
９
月

２３

１５

８
日
ª
＝
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
時
間
】
①
午

２２

３２

前
の
部
＝
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

５０

分
②
午
後
の
部
＝
午
後
２
時
〜

３
時　

分
（
７
日
は
、
午
前
の

５０

部
の
み
）【
内
容
】
▽
式
典
（
敬

老
会
･
半
寿
顕
彰
）
＝
保
育
園

児
・
高
校
生
か
ら
の
お
祝
い
▽

演
芸
（
合
奏
＝
津
軽
三
味
線
、

歌
＝
青
山
和
子
）【
対
象
】
区

内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

７５

敬
老
会
･
半
寿
顕
彰
式
典

に
ご
招
待

　

希
望
者
は
、
地
域
別
に
指
定

し
た
会
場
（
広
報
８
月　

日
号

１１

参
照
）
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ご
都
合
の
つ
か
な
い
場
合

は
他
の
日
時
・
会
場
で
も
入
場

で
き
ま
す
（
今
年
は
招
待
状
を

お
送
り
い
た
し
ま
せ
ん
）。

�
　

昨
年
度
の　

歳
顕
彰
は
、　

７５

８１

歳
（
半
寿
）
顕
彰
に
変
更
し
、

広
く
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
と
お
し
て
行
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
保
育
園
児
の
歌

や
、
高
校
生
か
ら
の
ダ
ン
ス
や

朗
読
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
、
若
い
人
と
共
に

お
祝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
園
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
が
心
を
こ
め
て
作
成
し
た
お

半
寿
顕
彰

祝
い
の
品
（
オ
ル
ゴ
ー
ル
）
を

贈
呈
し
ま
す
。

　

【
対
象
】　

歳
の
方
（
大
正

８１

７
年
９
月　

日
〜
８
年
９
月　

１７

１６

日
生
ま
れ
の
方
）

　

対
象
者
に
は
、
式
典
、
お
祝

い
品
贈
呈
の
案
内
状
を
８
月　
１６

日
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

�
　

９
月　

日
¥
、
高
齢
者
活
動

１５

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
映
画
会

と
歌
謡
シ
ョ
ー
「
敬
老
歌
ま
つ

り
」
を
、
馬
橋
、
方
南
、
荻
窪
、

井
草
、
桃
井
、
和
田
中
央
、
和

泉
、
西
荻
北
敬
老
会
館
で
は
、

ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
す
。

�
敬
老
の
日
に

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
敬
老
会
館
で

お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い

e

　

ま
た
、
当
日
に
限
り
各
敬
老

会
館
の
お
風
呂
は
、
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時
ま
で
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。

※
来
館
の
際
は
、
利
用
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
¥
午
前

１５

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
齢
者

１０活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
【
内
容
】

ベ
ニ
ス
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
作
品
「
無
法
松
の
一

生
」（
監
督
＝
稲
垣
浩
／
出
演

＝
三
船
敏
郎
、
芥
川
比
呂
志
、

高
峰
秀
子
）【
対
象
】
区
内
在

住
で　

歳
以
上
の
方
【
入
場

６０

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

高
齢
者
の
た
め
の
映
画
会

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
¥
午
後

１５

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
【
内
容
】
思
い
出
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
謡
曲

【
出
演
】
歌
工
房
「
美
咲
会
」

【
対
象
】
区
内
在
住
で　

歳
以

６０

上
の
方
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�
　

区
内
在
住
の
真
打
ち
、
柳
家

小
団
治
師
匠
が
、
学
習
院
大
学

落
語
研
究
会
と
古
典
落
語
の
楽

し
さ
を
披
露
し
ま
す
。

【
日
時
】
９
月　

日
∏
午
後
１

２６

時　

分
〜
３
時　

分
【
会
場
】

３０

３０

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

敬
老
歌
ま
つ
り

�
高
齢
者
の
た
め
の
公
開
講
座

古
典
落
語
を　

倍
楽
し
む
法

１０

e

【
対
象
】
区
内
在
住
で　

歳
以

６０

上
の
方
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１４

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

�
　

９
月　

日
¥
の
午
後
２
時
〜

１５

４
時
に
、
区
内
の
公
衆
浴
場
を

　

歳
以
上
の
方
と
付
き
添
い
の

６０方
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

�
　

一
〇
〇
歳
を
迎
え
た
方
（
明

治　

年
９
月　

日
〜　

年
９
月

３２

１７

３３

　

日
に
生
ま
れ
た
方
）
で
希
望

１６す
る
方
に
、
区
長
な
ど
が
訪
問

�
敬
老
の
日
に

公
衆
浴
場
を
無
料
開
放

e長
寿
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す

�
　

昨
年
度
ま
で　

歳
以
上
の

８０

方
に
お
渡
し
し
て
い
た
敬
老

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
充
実
に
振
り
向
け
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
廃
止
い

た
し
ま
す
。

敬
老
金
は
廃
止
し
ま
す

e
問
い
合
わ
せ
は

　

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井

１６８

戸
東
３
―
７
―
５
＝
井
の
頭

線
「
高
井
戸
駅
」
下
車
）
@

３
３
３
１
‐
９
２
１
１

※
対
象
年
齢
は
す
べ
て
９
月

　

日
現
在
で
す
。

１５

９月１５日は敬老の日です

し
、
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
〇
一
歳
以
上
の
方

（
明
治　

年
９
月　

日
以
前
に

３２

１６

生
ま
れ
た
方
）
に
、
長
寿
祝
い

品
を
敬
老
の
日
前
後
に
お
届
け

し
ま
す
。
一
〇
〇
歳
以
上
の
方

の
お
名
前
は
２
面
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
「
紅
白
饅
頭
」
廃
止
な
ど
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

も
あ
り
、
厳
し
い
区
財
政
の
中
に
あ
り

な
が
ら
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

な
ど
に
限
ら
れ
た
予
算
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
の
余
裕
教
室
を

活
用
し
た
通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
施
設
は
三
カ

所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
六
〇
床
ず
つ
二
カ
所
を
、

こ
の
四
月
か
ら
開
設
す
る
な

ど
、
急
ピ
ッ
チ
で
「
不
安
の

な
い
介
護
」
に
向
け
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
十
分
と
い
う
姿
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
今
年
度
中
に
、
昨
年
度
に
比
べ
、

定
員
を
二
六
〇
人
か
ら
八
〇
〇
人
と
約

三
倍
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
平

成　

年
度
ま
で
に
六
六
〇
床
か
ら
九
八

１４
七
床
と
約
一
・
五
倍
に
充
実
し
て
い
く

こ
と
な
ど
、
様
々
な
介
護
や
介
護
予
防

の
施
策
を
充
実
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
一
面
で
は
「
バ
ラ
マ
キ
」

と
の
批
判
も
あ
る
、
一
律
五
千
円
の
祝

い
金
を
お
渡
し
す
る
た
め
の
敬
老
金
予

算
約
一
億
円
も
、
そ
れ
ら
に
振
り
向
け

ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
区
も
昨
年
は

五
六
人
、
今
年
は
七
〇
人
を
目
標
に
職

員
定
数
を
削
減
す
る
な
ど
、
財
政
再
建

努
力
を
続
け
ま
す
が
、『
確
か
な
明
日
』

を
築
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
余
裕
教
室
を
活
用
し
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
法

人
格
を
も
っ
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
来
年
開
設
さ
れ
る
内
の
一
カ
所

は
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
六
〇
歳
以
上

の
男
性
を
中
心
と
す
る
団
体
が
、
そ
の

運
営
に
手
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
方
々
の
み
な
ら
ず
私
た
ち
の
地

域
社
会
は
、
町
会
活
動
、
青
少
年
育

成
、
街
の
美
化
や
福
祉
活
動
な
ど
多
く

の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
元
気
な
高
齢
者

の
方
々
の
献
身
的
な
活
動
で
支
え
ら
れ

て
い
る
面
が
多
い
の
で
す
。

　

今
年
の
敬
老
会
は
、
八
十
一
歳
の
方

に
対
し
て
の
「
半
寿
顕
彰
」
と
い
う
お

祝
い
も
行
い
ま
す
。
半
と
い
う
字
を
分

解
す
る
と
八
十
一
。
つ
ま
り
、
八
十
一

歳
で
半
分
で
す
か
ら
、人
間
の
寿
命
は
、

本
来
百
六
十
二
歳
。
子
ど
も
さ
ん
か
ら

の
歌
や
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
、
世
代
を
超
え
た

お
祝
い
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

八
十
一
歳
は
ま
だ
ま
だ
人
生
の
半

ば
、「
生
涯
現
役
」
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

区長から
の�

いいメー
ル�

杉
並
区
長

寿
命
は
百
六
十
二
歳

元
気
で  

す
こ
や
か
な
毎
日
を
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�
　

保
険
料
の
額
は
、
自
治
体
ご

と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
杉

並
区
で
は
条
例
で
基
準
年
額
三

万
五
三
〇
〇
円
と
定
め
ま
し

た
。
こ
れ
を
基
に
所
得
段
階
な

ど
に
応
じ
て
、
五
段
階
で
計
算

し
ま
す
。（
表
１
）

　

基
準
年
額
は
三
年
間
（　

年
１２

度
〜　

年
度
）
は
変
わ
り
ま
せ

１４

ん
。
一
人
ひ
と
り
の
額
は
、
前

年
の
所
得
に
応
じ
て
、
毎
年
算

定
し
ま
す
。

�
第
１
号
被
保
険
者

第
１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）

（　

歳
以
上
）

６５６５

のの
方
の
介
護
保
険
料

方
の
介
護
保
険
料

・

年
度
保
険
料
の
特
例

　

・　

年
度
保
険
料
の
特
例

１２１２

１３１３

　

政
府
の
特
別
対
策
に
基
づ

き
、
杉
並
区
で
は
次
の
と
お
り

保
険
料
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

A　

年
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま

１２
で
の
保
険
料
は
徴
収
し
ま
せ

ん
。

B　

年　

月
分
か
ら　

年
９
月

１２

１０

１３

分
ま
で
の
一
年
間
は
ひ
と
月
あ

た
り
の
保
険
料
が
半
額
に
な

り 
ま
す
。

�
◇
特
別
徴
収

　

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
一

八
万
円
（
月
額
一
万
五
〇
〇
〇

円
）
以
上
の
方
は
、　

月
支
給

１０

の
年
金
か
ら
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
（
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

老
齢
福
祉
年
金
か
ら
は
差
し
引

か
れ
ま
せ
ん
）。

　
　

月
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送

１０
ら
れ
る「
年
金
振
込
通
知
書（
ハ

ガ
キ
）」の
介
護
保
険
料
額
の
欄

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※　

年
４
月
２
日
以
降
に　

歳

１２

６５

に
な
っ
た
方
、
お
よ
び
杉
並

区
に
転
入
さ
れ
た
方
は　

年
１３

　

月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か

１０ら
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
（
そ

れ
ま
で
は
普
通
徴
収
に
な
り

ま
す
）。

◇
普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
一
八
万
円

（
月
額
一
万
五
〇
〇
〇
円
）
に

満
た
な
い
方
な
ど
、
特
別
徴
収

に
な
ら
な
い
方
は
口
座
振
替
ま

〈表１‐第１号保険者（６５歳以上）の方の介護保険料〉

本来の保険料　年（月）額
対　象　者段　階

１２年度保険料　年（月）額

年１万７６００円
（月約１４７０円）生活保護受給者

区民税世帯非課税かつ
老齢福祉年金受給者

第１段階
基準年額
×０.５ 年　　４４００円

（月約　７４０円）

年２万６５００円
（月約２２０５円）

区民税非課税（世帯）
第２段階
基準年額
×０.７５ 年　　６６２５円

（月約１１１０円）

年３万５３００円
（月約２９４０円）

区民税非課税（本人）第３段階
基準年額 年　　８８２５円

（月約１４７０円）

年４万４１００円
（月約３６７５円）区民税課税

（合計所得２５０万円未満）

第４段階
基準年額
×１.２５ 年１万１０２５円

（月約１８４０円）

年５万２９００円
（月約４４１０円）区民税課税

（合計所得２５０万円以上）

第５段階
基準年額
×１.５ 年１万３２２５円

（月約２２１０円）

今
年
の
４
月
に
、
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
被
保
険
者
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
、
税
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
方
へ
、　

月
か
ら
介
護
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め
納
入
通
知
書
を
８
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
。

１０

 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

―
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険
課
へ
。

―　
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
―

６５

た
は
納
付
書
に
よ
り
個
人
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
特
別
徴
収
の
方
に
は
「
平
成

　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知

１２書
兼
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」

を
、
普
通
徴
収
の
方
に
は
「
平

成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１２
知
書
」
と
「　

月
〜
３
月
分
の

１０

納
付
書
」
を
８
月
末
に
お
送
り

し
ま
し
た
。�

　

保
険
料
の
額
や
計
算
方
法

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
医
療

保
険
の
保
険
料
に
介
護
分
を
上

乗
せ
し
て
、
ひ
と
つ
の
保
険
料

と
し
て　

年
４
月
分
か
ら
徴
収

１２

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
職
場
の
健
康
保
険

担
当
者
、
各
医
療
保
険
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
　

８
月　

日
∫
〜
９
月　

日
∫

３１

１４

（
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
臨

時
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
区
役 

所
「
介
護
保
険
料
問
合
せ
臨
時

窓
口
」
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。 歳

以
上

歳
未
満
の
医

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
医

４０４０

６５６５

療
保
険
（
健
康
保
険
）
に

療
保
険
（
健
康
保
険
）
に

加
入
し
て
い
る
方
（
第
２

加
入
し
て
い
る
方
（
第
２

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

問
い
合
わ
せ
臨
時
窓
口

問
い
合
わ
せ
臨
時
窓
口

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

【振替換算式】�

当該月の�

訪問通所サービスの�

未利用単位数�

要支援　　　９５４単位�

要介護１　　９８４単位�

要介護２　１,０３２単位�

要介護３　１,０７９単位�

要介護４　１,１２６単位�

要介護５　１,１７３単位�

当該月の�

短期入所への�

振替可能日数�

０.１以上の�
 端数……切り上げ�
０.１未満の�
 端数……切り捨て�

÷� ＝�

〈振替上限……１カ月あたり最大１４日まで〉�

（表２）

短期入所サービス（ショートステイ）�
振替利用の手続きは次のとおりです�

ケアマネージャー（居宅サービス計画作成を依頼している）に連絡し�
利用できる日数を確認�

区役所介護保険課へ振替利用申請→承認を受ける（ケアマネージャー�
による代行申請もできます）�

施設に予約・利用�

利用料の支払い　※施設によっては、サービス費用の全額をいったん�
支払います。�

区役所介護保険課へ申請すると、保険給付�
対象の9割分が払い戻されます。�

１割　または　全額�

　１０月から、訪問・通所サービスの利用限度額の一部を、短期入所
サービスに振り替えて利用することができます。�

e短期入所サービス（ショートステイ）の�
　振替利用が始まります�

◇振替利用ができるのは、次のすべてにあてはまる場合です�
①利用者本人が痴呆、または家族が高齢・疾病などで、振替利用しなければ在宅介護
が困難である②介護保険証に記載されている短期入所利用限度日数を使い切っている
③振替による日数を合わせても、その月の短期入所の利用が１４日以内である。�
※振替できる日数は、振替換算式（表２）によって決まります。�
　問い合わせは、介護保険課給付係へ。�

ちほう�

杉並の１００歳以上の方
区には、現在、百歳以上の方が８３名いらっしゃいます。お名前は下表のとおりです。
いつまでもお元気で、健やかにお過ごしください。

住　所年齢性別氏　名住　所年齢性別氏　名
高井戸東１０１女三浦　イツ高円寺北１０６女中込　虎次
荻窪１０１女花ì　茂高井戸西１０５女福野　みさを
上高井戸１０１女金田　フサ西荻北１０５女宮木　サク
阿佐谷南１０１男結城　干城宮前１０４男増澤　�
阿佐谷南１０１女飯橋　カネ善福寺１０４女和田　花枝
阿佐谷北１０１女岡野　ヨネ永福１０３男松下　直三
上井草１０１女横井　静代高円寺南１０３女青|　けさ志
西荻北１０１女小野塚　イシ高円寺南１０３女岡田　きみ
堀ノ内１０１女村瀬　のぶ松ノ木１０３女神達　ツヤ
阿佐谷北１０１男松本　弘三 梅里１０３男岩田　教順
上井草１０１女金巻　アキ上井草１０３女宗村　ヨシ
高井戸西１０１女奥村　ヒデ天沼１０３女中村　ムツ
和泉１００女小林　清子阿佐谷南１０３女平井　むめの
高井戸西１００女鶴見　タキ堀ノ内１０３女東野　あきを
高井戸西１００女市川　シメ宮前１０２女野替　延猪
高円寺南１００女廣瀬　ユキ浜田山１０２女吉枝　貞
宮前１００女小栗　常子南荻窪１０２男池谷　武雄
方南１００男曽根　滋樹和田１０２男小池　與一郎
梅里１００女村上　ハツノ高井戸西１０２女波止　タカ
和田１００女宮原　トヨ成田東１０２女林　クニ
成田西１００女尾家　文野高井戸西１０２女若林　ふ久
上高井戸１００女|澤　きく梅里１０２女塩野　あき
和泉１００女堀口　ノブ井草１０２女堀　萬亀子
高円寺南１００女岩瀬　久栄上井草１０２女三上 　キク
清水１００女齋藤　よし松ノ木１０２男岩本　十六
高円寺北１００女浅賀　ひま上井草１０２女後藤　カツ
高円寺北１００女倉本　ミユキ上高井戸１０１男近藤　康男
本天沼１００女平野　ふさ久我山１０１男遠藤　嘉一
西荻南１００女植村　フミ浜田山１０１男吉沼　岩吉
成田西１００女伊藤　トメ成田東１０１女田村　ツサ

匿名希望　男１名　女２２名
※年齢は、９月１５日現在。敬称略、生年月日順。
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�
　

【
日
時
】
９
月　

日
∂
午
後

１７

１
時　

分
〜
４
時　

分
（
０
時

１５

３０

　

分
開
場
・
区
後
援
）【
会

４５場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
内
容
】
▽
第
一
部

２２

３２

（
午
後
１
時　

分
〜
）
＝
中
央

３０

大
学
杉
並
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

▽
第
二
部
（
午
後
２
時　

分
１５

〜
）
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝

藤
原
和
博
、
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
小

平
桂
子
ア
ネ
ッ
ト
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）、
小
林
登
（
国
立
小

児
病
院
名
誉
院
長
）、
渥
美
東

洋
（
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
）、
山
田
宏
（
杉
並
区

長
）
／
第
三
部（
午
後
４
時
〜
）

＝
中
央
大
学
白
門
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
【
入
場
料
】
無
料
【
定
員
】

五
七
〇
名
（
先
着
順
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
央
大
学

学
院
会
杉
並
支
部
事
務
局
・
赤

川
@
３
３
９
１
‐
６
３
１
２

へ
。

「　

世
紀
の
杉
並
に
向
け
て

２１
 
今
、教
育
を
熱
く
語
ろ
う
！
」

―
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

 

音
楽
の
つ
ど
い
―

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
∫
（
午

１４

前　

時
〜
午
後
９
時
／　

日
¥

１０

１５

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
区
後

１０

援
）【
会
場
】
産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

【
内
容
】　

日
①
戦
争
展
、
原

１４

爆
展
②
ピ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
／　
１５

日
①
戦
争
展
、
原
爆
展
②
映
画

上
映
「
ふ
た
り
の
イ
ー
ダ
」、

「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
③
朗
読
劇

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
④
お
話

と
合
唱
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や

っ
て
き
た
」
⑤
み
ん
な
で
語
ろ

う
「　

世
紀
へ
の
平
和
宣
言
」

２１

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
戦
争
・
原

爆
展
�
す
ぎ
な
み
実
行
委
員 

会
@
３
３
９
９
‐
８
７
１
９

へ
。�

　

【
日
時
】
９
月　

日
º
午
後

３０

４
時
開
演
（
３
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
＝
岩
崎
セ
ツ

子
、
山
根
貴
志
ほ
か
／
サ
ッ
ク

ス
＝
ア
ル
モ
・
サ
ク
ソ
フ
オ
ン

カ
ル
テ
ッ
ト
／
ソ
プ
ラ
ノ
＝
遠

藤
久
美
子
【
曲
目
】
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
＝
ピ
ア
ノ
の
為
の
詩
曲
、

シ
ュ
ー
マ
ン
＝
お
と
ぎ
の
絵
本

よ
り
、
リ
ス
ト
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー

狂
詩
曲
、
伊
藤
康
英
＝
琉
球
幻

想
曲
・
こ
き
り
こ
行
進
曲
、
プ

ッ
チ
ー
ニ
＝
「
蝶
々
夫
人
」
よ

平
和
の
た
め
の
戦
争
・

原
爆
展
�
す
ぎ
な
み

in

in

洋
絃
会

り
、
ほ
か
【
定
員
】
五
六
八
名

【
入
場
料
】
四
〇
〇
〇
円
（
全

席
自
由
）

　

申
し
込
み
は
、
洋
絃
会
・
岩

崎
@
３
３
３
４
‐
１
２
０
５

へ
。

◇
区
民
二
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会

１３
教
育
セ
ン
タ
―
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
。

２２

３２

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。�

　

日
用
雑
貨
、
食
料
品
、
衣
料

品
な
ど
の
バ
ザ
ー
で
す
。

　

売
上
金
は
、
矯
正
施
設
や
更

生
保
護
施
設
へ
の
援
助
事
業

に
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
∑
午
前

１７

　

時
〜
【
会
場
】
杉
並
第
一
小

１１学
校
体
育
館
（
阿
佐
谷
北
１
―

５
―　

）
２７

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
更
生
保
護

婦
人
会
会
長
・
服
部
悦
子
@
３

３
１
８
‐
８
９
４
３
へ
。

更
生
保
護
婦
人
会
バ
ザ
ー

〈バイバイ！　ひとりぼっちの子育て〉
講　師テーマ月　日

子ども人権オンブズマン
 ��������� 平　清太郎講演　子どもたちは今１０月７日

習志野市教育センター所長
 ��������� 宮崎　　稔講演　学校と地域・連携から融合へ１１月１１日

東京大学助教授　　汐見　稔幸講演　おーい父親
～子育てに素敵な挑戦はいかが？～１２月２日

富永　誠治・土井　二郎・
 ������� 野見山　ふみこ

パネルディスカッション
子育て・パパとママが語ります１月２０日

ファシリテーター　伊東　実恭わいわいサロン２月１７日
※時間はいずれも、土曜日の午後２時～４時。

〈生活者カレッジ〉
講師テーマ月日

杉並区環境清掃部
リサイクル清掃課長

開校式
どう変わった清掃事業９月２６日∏

神奈川大学
石川　正美介護保険のこれから　　２８日∫

杉並区長 � 山田　宏くらしと区政１０月２日∑

法政大学
花原　二郎これからの経済社会　　６日ª

ジャーナリスト
天笠　啓祐生活の中の電磁波　　１０日∏

施設見学会～司法と企業の環境対策の現場を見る～
東京地方裁判所、アサヒビール大森工場　　１７日∏

日本気象協会
原田　龍彦

くらしの中の気象学
 �� ～消費者と環境～　　２４日∏

弁護士 � 木下　健治カルテ開示とその課題　　２７日ª

東京文化大学
小野　恵津子

健康
～新しい食生活指針～　　３０日∑

弁護士 � 村　千鶴子消費者契約法のポイント
閉校式１１月７日∏

※時間はいずれも午後１時３０分～３時３０分
　（開校式・施設見学会、閉校式を除く）。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
¥
〜　

１５

１７

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

（
初
日
は
午
後
１
時
〜
・
区
後

援
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）【
内
容
】

２２

３２

墨
画
・
日
本
画
・
洋
画
ほ
か

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
併

設
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
支
部
・

堀
@
３
３
２
１
‐
０
１
２
４

へ
。�

　

【
日
時
】
A
９
月　

日
∏
B

１９

９
月　

日
∏
時
間
は
い
ず
れ
も

２６

午
前　

時
〜　

時　

分
【
会

１０

１１

３０

場
】
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

）【
内

１９

容
】
A
丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
食

生
活
B
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

お
や
つ
（
A
B
と
も
調
理
実
演

と
試
食
）【
対
象
】
区
内
在
住

の　

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
方
【
定

４０
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
@

３
３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
子
ど
も
の
同
伴
も
可
（
託
児

は
あ
り
ま
せ
ん
）

サ
ロ
ン
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル

 
�
�
�
� 
杉
並
支
部
展

カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
◇
男
性
セ
ミ
ナ
ー

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
受
難
時
代

　

―
突
然
の
降
格
・
減
給
・

解
雇
―

　

【
日
時
】
９
月　

日
∫
午
後

２８

７
時
〜
８
時　

分
【
会
場
】
男

４０

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う

杉
並
）【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
【
講
師
】
関
東
学
院

大
学
助
教
授
・
細
谷
実
さ
ん

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９
月　
１４

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
男
性
セ
ミ
ナ

ー
係
へ
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し

込
み
も
可
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

◇
区
民
企
画
事
業

バ
イ
バ
イ
�
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

の
子
育
て

　

―
子
育
て
は
�
お
父
さ
ん
�
も

 

�
地
域
の
力
�
も
―

　

こ
ど
も
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル

（
心
の
叫
び
）
を
見
落
と
し
て

い
な
い
と
言
い
き
れ
ま
す
か
。

　

母
親
中
心
の
子
育
て
か
ら
父

親
や
地
域
社
会
も
共
に
子
育
て

を
担
っ
て
い
く
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
右
下
表
の

と
お
り
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並（
梅
里
１
―　

―　

）【
対
象
】

２２

３２

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
四
〇
名
（　

月
２
日

１２

は
一
〇
〇
名
）【
参
加
費
】
五
〇

〇
円
（
五
回
分
）

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
男
女
平

e
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　

の
催
し

“

“　

“

“　

等
推
進
セ
ン
タ
ー
区
民
企
画
事

業
係
へ
。
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し

込
み
も
可
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ
も

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
２
―　

―

１６７

５６

３
@
３
３
９
３
‐
４
４
１
０
�

３
３
９
３
‐
４
７
１
４
）
へ
。

※
託
児
あ
り
（
１
歳
以
上
就
学

前
）。�

　

思
春
期
は
子
ど
も
も
親
も
揺

れ
る
時
期
。
そ
の
時
期
を
う
ま

く
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
一

緒
に
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
∏
午
前

１９

　

時
〜
午
後
０
時　

分
【
会

１０

３０

場
】
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻

窪
５
―　

―
１
）【
講
師
】
こ

２０

ど
も
相
談
室
「
モ
モ
の
部
屋
」

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
内
田
良
子
さ

ん
【
対
象
】
区
内
在
住
の
思
春

期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
【
定 FAX

思
春
期
を
迎
え
た
子
ど
も

を
も
つ
親
の
心
構
え

員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３

３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
降
、
生

保
・
損
保
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
消
費
者
と
し
て
ど
う
対

応
す
べ
き
か
二
回
に
わ
た
っ
て

学
び
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
A
９
月　
１８

日
∑
＝
損
害
保
険
の
基
礎
知
識

B
９
月　

日
π
＝
生
命
保
険
の

２０

正
し
い
選
び
方
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
【
会

場
】
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐

谷
南
１
―　

―
４
）【
講
師
】

３６

A
日
本
損
害
保
険
協
会
広
報
部

業
務
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
・
西
村
敏
彦
さ
ん
B
ú
生
命

保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
生
活
情
報

官
・
菅
沼
弘
樹
さ
ん
【
定
員
】

五
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費

１１
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
４
）
へ
。
申

３６

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

e
く
ら
し
イ
キ
イ
キ
講
座

い
ま
い
ち
ど
生
保
・

 

損
保
に
つ
い
て
学
ぶ

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

�
　

暮
ら
し
に
か
か
わ
る
様
々
な

問
題
を
多
方
面
か
ら
取
り
上
げ

ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
消
費
者
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

【
定
員
】
四
〇
名
【
参
加
費
】

五
〇
〇
円
（
施
設
見
学
会
の
昼

食
代
は
実
費
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
９

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
消
費

１３
生
活
課
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
４
）
へ
。
申

３６

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
４
‐
３
６
４
３
へ
。

※
A
託
児
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
B
一
回
の
み
の
講
座
を
受

講
す
る
聴
講
生
も
、
各
回
一

〇
名
程
度
募
集
し
ま
す
。（
施

設
見
学
会
を
除
く
）。申
し
込

み
方
法
な
ど
は
受
講
生
と
同

様
で
、
必
ず
希
望
す
る
テ
ー

マ
と
日
付
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
聴
講
は
三
回
ま
で
。

参
加
費
無
料

生
活
者
カ
レ
ッ
ジ

講
座
・

　

講
演

催
し

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

行行 事事

9月の
杉並保健所エントランスホール
　９月の展示は、「高齢者の健康づくり」をテーマに高
年者健診の案内や高齢者（えん下困難など）用の食事
の献立・器具の展示などを行います。また、結核予防
の展示もあわせて行います。
　【日時】午前８時３０分～午後５時（土曜・日曜・祝
日を除く）【会場】杉並保健所（荻窪５―２０―１）

問い合わせは、保健計画課へ。

▲小平桂子アネットさん

▲岩崎セツ子さん
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�
　

【
日
時
】
９
月　

日
∂
午
後

１７

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）【
講
師
】
庚
申
信
仰
研
究
会

１７会
長
・
小
花
波
平
六
さ
ん
【
定

員
】
六
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇

〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
@
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
へ
。

�◇
糖
尿
病
講
習
会

　

【
日
時
】
９
月　

日
∑
午
前

１１

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
荻

３０

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
内
容
】
糖
尿
病
が

２０心
配
な
人
の
外
食
の
選
び
方
、

調
味
料
の
考
え
方
【
講
師
】
東

京
衛
生
病
院
栄
養
科
長
・
米
山

貞
治
さ
ん
【
対
象
】
糖
尿
病
が

気
に
な
る
方
、
そ
の
家
族
、
肥

満
傾
向
の
方
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

◇
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　

痛
風
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

痛
風
と
は
ど
ん
な
病
気
か
？

そ
の
予
防
方
法
、
治
療
方
法
、

日
常
生
活
の
仕
方
な
ど
に
つ 

い
て
、
共
に
学
習
し
ま
せ
ん

か
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
π
午
後

１３

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
和
泉
保

健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）【
講
師
】
東
京
女
子
医
科

大
学
膠
原
病
リ
ウ
マ
チ
痛
風 

e
郷
土
史
講
座

日
本
神
話
の
新
し
い
見
方

―
猿
田
彦
大
神
と

 

あ
め
の
う
ず
め
の
命
―

�
健
康
都
市
杉
並

フ
ァ
ロ
２
０
０
０

e

杉並区内大学公開講座
〈表１‐女子美術大学公開講座〉

講　　師内　　容日　時講座名
講師 ��������� 鹿島　　繭絵画の見方５１０月７日

Ａ

　
　
　

ア
ー
ト
で
豊
か
な
生
活
を

教授 ��������� 嶋澤　道雄デザインと表現　　１４日
教授 ��������� 齋藤　　研荻原碌山と神田日勝―愛と芸術―１１月１１日
講師 ��������� 高橋　揚一２１世紀の環境情報形成―西洋で邂逅する和の心　　１８日

教授 ��������� 小川　正明楽しいエッチング（銅版画）

１１月４日

Ｂ
　　１１日
　　１８日
　　２５日

助教授 �������� 江川　澄子オリジナル作品にチャレンジしましょう（Ｔシャ
ツ、バンダナなど絵柄デザインから制作まで）

１１月１１日

Ｃ
　　１８日
　　２５日
　　２日

※時間は、いずれも土曜日の午後１時３０分からで、Ａ講座は約２時間、Ｂ･Ｃ講座は３時間。
〈表２‐明治大学公開講座〉

講　　師内　　容日　時講座名
教授 ��������� 坂上　博一田山花袋―「蒲団」などをめぐって―１０月７日作

家
と
作
品

―
虚
と
実
の

狭
間

教授 ��������� 吉田　悦志夏目漱石―「それから」などをめぐって―　　１４日
教授 ��������� 小川　武敏広津和郎―「神経病時代」などをめぐって―　　２１日
杏林大学教授 ����� 国松　　昭太宰治―「人間失格」などをめぐって―　　２８日

※時間は、いずれも土曜日の午後２時～３時３０分。
〈表３‐高千穂商科大学公開講座〉

講　　師内　　容（場所）日　時講座名
教授 ��������� 石黒　　弘バドミントン（杉並）９月３０日健

康
･
ス
ポ
ー
ツ

公
開
講
座

非常勤講師 ������� 南　和広フットサル（杉並）１０月７日
教授 ��������� 今野　廣隆シャトルボール（登戸・雨天の場合は杉並）　　２１日
慈恵医科大学講師 ��� 山内　秀樹ソフトボール（登戸・雨天の場合は中止）　　２８日
産能短期大学教授 ��� 白岩　　元
 ����������� 今野　廣隆テニス（登戸・雨天の場合は杉並）１１月４日

教授 ��������� 三沢　幸雄卓球（杉並）　　１１日
※①時間は、いずれも土曜日の午前１０時３０分～正午②場所は、杉並＝杉並キャンパス体育館（大宮２―１９―１）、
登戸＝登戸総合グラウンド（川崎市多摩区登戸新町１－１）。

〈表４‐高千穂商科大学・区民のための授業公開〉
講　　師内　　容日　時講座名

鹿島建設㈱葉山水域環境研究室長
 ����������� 柵瀬　信夫ウナギを助ける護岸工事９月２６日人

間
は
環
境
問
題
と
ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か

―
陸
・
海
・
空
の
視
点
か
ら
（
後
期
）

評論家（比較都市論） �� 岡　並木車を卒業しようとする街―公共空間の再配分―１０月３日
教授 ��������� 勝木　　渥杉並中継所の大気汚染　　１０日
野生動物ボランティアセンター
 ����������� 馬場　匡敏野生動物の救助活動　　１７日

ワールドヘリテイジ � 工藤　父母道世界遺産保護の現場から　　２４日
ダイオキシン汚染関東ネットワーク
 ����������� 藤原　寿和

ゴミゼロ・東京革命は可能か―資源循環型都市づ
くりの課題―　　３１日

安田火災海上保険㈱顧問 � 小林　實交通とリスク管理―環境保全をめざして―１１月７日
ＪＲ貨物総合企画本部企画部
副部長 ��������� 鎌田　康環境と鉄道貨物輸送　　１４日

建設省道路局道路環境課道路高度化
推進官 ��������� 桐越　信道路と環境問題　　２１日

ú日本交通公社常務理事
 ������������ 原　重一エコ・ツーリズム概論　　２８日

元日本航空機長 ���� 岩瀬　健祐よりよい航空機内の環境と人間関係を求めて１２月５日
杉並区都市整備部交通企画
担当課長

杉並南北バス交通―新しい地域・環境づくりの試
み―　　１２日

※時間は、いずれも火曜日の午前１０時４０分～午後０時１０分。

セ
ン
タ
ー
講
師
・
岩
谷
征
子
さ

ん
【
対
象
】
区
内
在
住
の
方

【
定
員
】
二
五
名
【
費
用
】
無

料
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

１
３
‐
９
３
３
１
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

お
と
な
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
、
バ
ン
ド
「
ホ
ッ
ト
・
サ
ン

ズ
」
に
よ
る
演
奏
で
す
。

　

【
日
時
】
９
月
９
日
º
午
前

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
子
育
て

１０サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
阿
佐
谷
南

（
阿
佐
谷
南
３
―　

―　

阿
佐

１２

１２

谷
南
保
育
園
内
）【
対
象
】
２
歳

〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
親

【
定
員
】
二
五
組
【
参
加
費
】

無
料　

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
８

‐
４
５
１
８
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

�
　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
に
は

　

〜　

歳
代
か
ら
の
骨
づ
く
り

２０

３０

が
決
め
手
で
す
。

　

【
日
時
】
①
９
月　

日
∏
午

１９

前
９
時
〜
／
午
前　

時
〜
の
ど

１０

ち
ら
か
（
い
ず
れ
も
二
時
間
）

②
９
月　

日
ª
午
前　

時
〜
正

２２

１０

午
【
会
場
】
高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　

―
２０

３
）【
講
師
】
医
学
博
士
・
小

沢
治
夫
さ
ん
【
内
容
】
①
骨
密

度
測
定
ほ
か
②
測
定
結
果
と
講

義
「
今
日
か
ら
は
じ
め
る
健
康

な
骨
づ
く
り
」【
対
象
】
区
内

在
住
の　

〜　

歳
代
の
女
性
で

２０

３０

二
日
間
と
も
出
席
で
き
る
方

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

�
育
児
講
習
会

リ
ズ
ム
＆
ス
イ
ン
グ

e�
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

あ
な
た
の
骨
、
大
丈
夫
？

e

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
保
健
セ
ン
タ
ー
@
３
３

３
４
‐
４
３
０
４
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
∫
午
後

２１

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
対
象
】
区
内
在
住

２０の
方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

賞
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
①
参
加
希
望
人
数
②
犬
の
名

前
と
年
齢
③
登
録
年
度
と
鑑
札

番
号
も
書
い
て
９
月
８
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
杉
並
保
健
所
生

活
衛
生
課
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
５
―　

―
１
）
へ
。
申
し

２０

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

※
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
お
う
と
考

え
て
い
る
方
も
、
参
加
で
き

ま
す
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
ª
午
後

２２

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
テ
ー

３０

３０

マ
】
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

介
護
の
基
本
―
食
事
介
助
―

【
会
場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い

の
家（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

【
対
象
】
高
齢
者
介
護
に
関
心

の
あ
る
方
【
定
員
】
一
〇
名

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
@
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い

�
　

【
日
時
】
①
９
月　

日
∫
午

２８

犬
の
し
つ
け
方
教
室

家
族
介
護
教
室

�
教
育
講
演
会

７
カ
国
語
で
話
そ
う

e

前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

②
９
月　

日
ª
午
後
６
時　

分

２９

３０

〜
８
時　

分
③
９
月　

日
º
午

３０

３０

後
３
時
〜
５
時
（
区
後
援
）

【
会
場
】
①
②
久
我
山
会
館

（
久
我
山
３
―　

―　

）
③
杉

２３

２０

並
公
会
堂
（
上
荻
１
―　

―
２３

　

）【
内
容
】
ど
ん
な
国
の
人

１５と
も
対
話
で
き
る
国
際
人
育
成

へ
の
理
論
と
体
験
【
講
師
】
言

語
交
流
研
究
所
研
究
員
【
対

象
】
区
内
在
住
の
方
【
定
員
】

①
②
各
五
〇
人
③
一
〇
〇
人

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
言
語
交
流
研
究
所
・
ヒ
ッ

ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
@
３
４

６
７
‐
６
１
５
１
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
。

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み

制
）。

◇
東
京
女
子
大
学
公
開
講
座

　

「
雨
月
物
語
を
読
む
」

　

上
田
秋
成
の
著
し
た
怪
奇
小

説
の
傑
作
「
雨
月
物
語
」
を
読

み
な
が
ら
、
古
典
文
学
の
作
品

を
読
み
解
く
楽
し
さ
を
味
わ
い

ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
〜　

月

１０

１０

１２

　

日
の
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時

１２
　

分
〜
６
時　

分
（
全
一
〇

３０

３０

回
）【
会
場
】
東
京
女
子
大
学

（
善
福
寺
２
―
６
―
１
）【
講

師
】
同
大
学
教
授
・
矢
野
公
和

さ
ん
【
定
員
】
二
五
〇
名
【
参

加
費
】
無
料

◇
女
子
美
術
大
学
公
開
講
座

　

【
日
時
・
内
容
】
表
１
の
と

お
り
【
会
場
】
女
子
美
術
短
期

大
学
（
和
田
１
―　

―
８
）

４９

【
定
員
】
Ａ
＝
一
五
〇
名
／

Ｂ
・
Ｃ
＝
各
二
〇
名
【
参
加

費
】
Ａ
講
座
は
無
料
、
Ｂ
・
Ｃ

講
座
は
各
三
〇
〇
〇
円
（
教
材

費
）

◇
明
治
大
学
公
開
講
座

　

【
日
時
・
内
容
】
表
２
の
と

お
り
【
会
場
】
明
治
大
学
和
泉

校
舎
（
永
福
１
―
９
―
１
）【
定

員
】
二
五
〇
名
【
参
加
費
】
一

〇
〇
〇
円
（
教
材
費
）

◇
高
千
穂
商
科
大
学
公
開
講
座

　

【
日
時
・
内
容
・
会
場
】
表

３
の
と
お
り
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
無
料
。

☆

　

対
象
は
、
い
ず
れ
も
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
以
上

１８

の
方
。

　

申
し
込
み
は
、
各
大
学
ご
と

に
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
ハ
ガ
キ

記
入
例
参
照
）
に
希
望
講
座
名

を
一
つ
書
い
て
、
９
月　

日
１１

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ
。
申
し
込

２２

３２

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

�
　

高
千
穂
商
科
大
学
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
開
講
し
て
い
る

「
総
合
科
目
」
を
公
開
し
ま

す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
・
内
容
】
表
４
の
と

高
千
穂
商
科
大
学

区
民
の
た
め
の
授
業
公
開

お
り
【
会
場
】
高
千
穂
商
科
大

学
【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

で　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】
二

１８
〇
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

に
高
千
穂
商
科
大
学
教
務
一
課

（
〒　

‐
８
５
０
８
大
宮
２
―

１６８

　

―
１
）
へ
。
申
し
込
み
多
数

１９の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
@
３

３
１
３
‐
０
１
４
６
へ
。

杉
並
区
内

大
学
公
開
講
座

（
区
共
催
）

FAXによる
問合せは

本紙掲載の記事について
ファクシミリでの問合せ
は、下記へ送信してくだ
さい。広報課または担当
の課から回答します。

FAX．3312‐9911
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��
　

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
て
食
べ

る
グ
ル
メ
ラ
ン
ド
の
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
障
害
の
あ
る
子
も

参
加
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
π
午
後

２０

２
時
〜
５
時
【
会
場
】
馬
橋
児

童
館（
高
円
寺
北
４
―
２
―　

）
１７

【
内
容
】
カ
ナ
ッ
ペ
と
ヨ
ー
グ

ル
ト
ド
リ
ン
ク
づ
く
り
【
定

員
】
一
〇
名
程
度
【
参
加
費
】

二
〇
〇
円
（
食
材
料
代
）【
持

ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

児
童
館
サ
ポ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

掲示板

◆１０月の無料がん検診◆

申し込み方法対象実施日時会場・定員

希望日の２週間前の火曜日ま
でにハガキで杉並区医師会胃
がん検診担当（〒１６６‐０００４阿
佐谷南３‐４８‐８@３３９２‐４１１４)
へ。問い合わせは、健康推進
課@３３９１‐１０１５へ。

３５歳以上
の区民

１０月の毎週木・
金・土曜日
午前９時～

午前中

保健医療センター
(荻窪５‐２０‐１）
定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

９月２０日までにハガキで杉並
保健所健康推進課都がん担当
（〒１６７‐００５１荻窪５‐２０‐１
@３３９１‐１０１５)へ。

３０歳以上
の区民

１６日∑
午前９時～１０時

東京都
がん検診センター
(千代田区神田駿河台
２‐５）
定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

１９日∫
午前１０時～１１時

２７日ª
午前９時～１０時

３０日∑
午前９時～１０時

注１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診のお申し込みはご遠慮ください。①胃の手術を
受けたことのある方②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方③妊娠中
の方（または妊娠の可能性のある方）④おおむね１年以内に区実施の胃がん検診を受けた
方。２．ハガキ（１人１検診につき１枚）には１０月の胃または子宮がん検診と明記し、住所・氏
名（フリガナ）・生年月日・年齢（平成１３年３月３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を書いて
ください。申込締切日は必着。３．申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日
連絡します。４．問い合わせは、健康推進課へ。※保健センターで行っていた検診車による胃が
ん検診は、東京都がん検診センターが検診車を廃止したことに伴い、実施できなくなりまし
た。保健医療センターでの胃がん検診をご利用ください。

緑の募金にご協力を
　９月１日～１０月３１日は、秋期「緑の募金期
間」です。秋の募金は主に区内の企業を呼び
かけの対象としています。多くの皆さんのご
協力をお願いします。
　寄せられた募金は、緑化のために活用され
ます。
　問い合わせは、公園緑地課みどりの係へ。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううううう議会を傍聴しましょう
　第３回区議会定例会は、９月１２日∏から開会されま
す。
　区議会の本会議や委員会の傍聴を希望される方は、
当日、区役所中棟３階の受付で、申請をしてください。
定員の範囲内でどなたでも傍聴できます。
　問い合わせは、区議会事務局へ。（日程などについて
は９月５日以降にお願いします）
※手話通訳希望の方は、希望日の４日前までに連絡を。

は
、
９
月
１
日
か
ら
電
話
で
児

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９

３
‐
４
７
６
０
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

働
く
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

の
育
児
を
支
援
す
る
有
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
内
容

は
保
育
園
の
送
り
迎
え
や
、
保

育
園
の
保
育
時
間
外
の
子
ど
も

の
預
か
り
な
ど
、
短
時
間
で
補

助
的
な
活
動
で
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
説
明
会
へ
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

【
日
時
】
▽
第
一
八
回
＝
９

月　

日
∫
▽
第
一
九
回
＝　

月

１４

１０

　

日
∫
▽
第
二
〇
回
＝　

月
７

１２

１１

日
∏
▽
第
二
一
回
＝　

月　

日

１１

２７

∑
の
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

　

時
〜
正
午
（
時
間
厳
守
）【
会

１０場
】
社
会
福
祉
会
館
四
階
会
議

室
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７
）

１６

【
参
加
費
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
@
５
３
０
６
‐
７
１
７
７

へ
。

�
　

【
募
集
世
帯
】
一
世
帯
【
応

募
資
格
】
①
高
齢
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
が
あ
り
、
心
身
と
も

に
健
康
な　

歳
以
下
の
方
で
②

５０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

井
草
第
二
み
ど
り
の
里

生
活
協
力
員

Ａ
＝
保
健
婦
・
准
看
護
婦
・
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い

る
（
配
偶
者
で
も
可
）、
ま
た

は
Ｂ
＝
世
帯
の
中
に
区
内
の
医

療
機
関
ま
た
は
社
会
福
祉
施
設

に
勤
務
し
て
い
る
方
が
い
る
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
③
高
齢

者
住
宅
内
の
生
活
協
力
員
室

（
３
Ｄ
Ｋ
）
に
、
大
人
二
人
以

上
の
世
帯
で
住
む
こ
と
が
で
き

（
子
ど
も
の
い
る
方
も
可
）、

④
世
帯
の
所
得
が
月
額
二
〇
万

円
以
上
の
方
【
業
務
内
容
】
入

居
者
に
た
い
す
る
緊
急
時
の
対

応
、
安
否
の
確
認
、
相
談
業
務

な
ど
を
行
い
ま
す
【
業
務
時

間
】
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ

し
、緊
急
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

前
記
時
間
以
外
に
も
行
い
ま

す
）【
休
日
】
土
曜
日
、
日
曜

日
【
報
酬
等
】
①
住
宅
（
特
定

目
的
借
上
公
共
賃
貸
住
宅
）
の

使
用
料
免
除
②
報
酬
月
額
一
〇

万
円

　

申
し
込
み
は
、
９
月
８
日

（
必
着
）
ま
で
に
履
歴
書
を
住

宅
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。
な

お
、
履
歴
書
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

�
　

【
勤
務
場
所
】
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
永
福
ふ
れ

あ
い
の
家
・
和
泉
ふ
れ
あ
い
の

家
【
職
種
】
①
看
護
職
②
介
護

職
【
業
務
内
容
】
①
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
健
康
管
理
、
看

護
業
務
な
ど
②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
介
護
な
ど
【
資
格
条

件
】　

歳
位
ま
で
の
方
①
有
資

５０

格
者
②
二
級
ヘ
ル
パ
ー
以
上
の

方
歓
迎
【
勤
務
時
間
等
】
週
三

〇
時
間
以
内
【
時
給
】
①
一
二

〇
〇
円
②
八
五
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
９
月　

日
１４

（
必
着
）
ま
で
に
永
福
ふ
れ
あ

ふ
れ
あ
い
の
家
非
常
勤
職
員

い
の
家
（
〒　

‐
０
０
６
４
永

１６８

福
２
―　

―　

）
へ
履
歴
書
を

１４

２０

郵
送
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
永
福
ふ
れ

あ
い
の
家
@
３
３
２
７
‐
５
８

１
１
へ
。

�
　

【
日
時
】
９
月　

日
º
午
前

１６

９
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中

止
・
区
後
援
）【
会
場
】
井
草

森
公
園
（
井
草
４
―　

―
１
）

１２

【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
友
の
会

@
３
４
１
２
‐
６
８
５
７
（
平

日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）

１０

へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

�
　

阿
佐
谷
の
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
ジ

ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
今
年
も

　

月　

日
、　

日
の
両
日
に
２

１０

２７

２８

０
０
０
年
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
記
念

し
て
実
施
し
ま
す
。（
区
後

援
）

　

実
行
委
員
会
で
は
、
当
日
の

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
ま
ち

杉
並
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

出
店
者

阿
佐
谷
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
阿
佐
谷
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー

ト
２
０
０
０
ミ
レ
ニ
ア
ム
実
行

委
員
会
事
務
局
@
５
３
０
５
‐

５
０
７
５
へ
。

��
　

管
理
組
合
の
運
営
や
修
繕
積

立
金
・
大
規
模
修
繕
工
事
な
ど

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
に
つ

い
て
専
門
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
内
容
を
予
約
時

に
確
認
の
う
え
先
着
二
名
ま

で
。

　

【
相
談
会
日
時
】
９
月　

日
１４

∫
午
後
１
時
〜
４
時
【
相
談
場

所
】
区
役
所
西
棟
五
階
住
宅
課

【
相
談
料
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
９
月　

日
ま
で
に
住
宅

１１

課
・
臼
井
へ
。

�
　

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し

を
無
償
で
行
っ
て
い
る
地
域
文

庫
・
家
庭
文
庫
に
、
図
書
な
ど

を
貸
し
出
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
９
月　

日
ま

１５

で
に
中
央
図
書
館
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
３
―　

―　

）

４０

２３

へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

@
３
３
９
１
‐
５
７
８
７
へ
。

�
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宿
（
新
宿

公
共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
障

害
者
就
職
相
談
会
の
開
催
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用
啓
発
活

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相
談

地
域
・
家
庭
文
庫
の

活
動
を
援
助
し
ま
す

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

９
月
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

◇
障
害
者
就
職
相
談
会
の
開
催

　

【
日
時
】
９
月　

日
ª
午
後

２２

１
時
〜
４
時
【
場
所
】
新
宿
コ

ズ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
新
宿
区
大
久
保
３
―
１
―

２
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
新
宿
援
助
第
三
部
門
@
３

２
０
０
‐
８
６
０
９
へ
。

�
　
 
徘
徊 
が
あ
る

は
い
か
い

 
痴
呆 
性
高
齢
者

ち
ほ
う

（
若
年
を
含
む
）
を
介
護
し
て

い
る
方
に
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

（
四
三
ｇ
）
の
端
末
機
を
貸
与

し
ま
す
。
端
末
機
を
身
に
つ
け

た
方
が
徘
徊
し
た
と
き
、
Ｐ
Ｈ

Ｓ
通
信
網
を
利
用
し
て
、
位
置

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

【
対
象
】
痴
呆
の
た
め
に
徘

徊
の
あ
る
高
齢
者
（
若
年
を
含

む
）
を
介
護
し
て
い
る
方
【
費

用
】
所
得
に
応
じ
て
負
担
（
月

額
〇
〜
一
一
七
〇
円
）

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
で
、
高
齢
者
事
業
課
、
各

福
祉
事
務
所
、
各
ケ
ア　

へ
。

２４

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
事

業
課
管
理
係
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
４
日
π
午
前

１０

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
盲

１０人
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
の

方
【
定
員
】
五
〇
名
【
費
用
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
時
間
（
午
前
・
午
後
の

区
分
）
も
書
い
て
、
９
月　

日
１５

（
必
着
）
ま
で
に
盲
人
会
館

（
〒　

‐
０
０
５
２
南
荻
窪
３

１６７

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

２８

１０

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
@

３
３
３
３
‐
３
４
４
４
へ
。

高
齢
者
徘
徊

探
索
シ
ス
テ
ム
利
用
者

盲
人
会
館
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

�
　

９
月　

日
の
敬
老
の
日
に
、

１５

要
介
護
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
、
送
迎
付
き
の
美
容
サ
ー
ビ

ス
無
料
招
待
が
あ
り
ま
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
女
性
【
内
容
】
シ
ャ
ン
プ

ー
・
カ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ー
【
募
集

人
員
】
二
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
３

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
生

年
月
日
、
要
介
護
度
、
利
用
希

望
時
間
（
午
前　

時
〜
午
後
６

１０

時
）、
送
迎
希
望
の
有
無
も
書

い
て
、
９
月
８
日
（
必
着
）
ま

で
に
美
容
サ
ロ
ン「
ね
こ
の
手
」

（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
１
―

１６８

　

―　

）
へ
。

１９

１３

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
美
容
サ

ロ
ン
@
３
３
２
７
‐
７
７
７
９

へ
。

※
車
イ
ス
で
の
利
用
も
可
。

美
容
サ
ー
ビ
ス
無
料
ご
招
待

問い合わせ主な内容日　　時審議会名審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

審
議
会
の
お
知
ら
せ

地域活動推進課
区民懇談会のすすめ方、地
域活動支援計画の検討に
ついて

午後１時～３時３０分９月５日∏

第１回
杉並の地域活動
をすすめる区民
懇談会

中央図書館
@３３９１‐４８００

児童資料室「吉村証子記念
文庫」について午前１０時～正午９月９日º

杉並区立
図書館協議会

選挙管理委員会
事務局

ポスターコンクール審査
などについて午前１０時～９月１２日∏

選挙管理委員会
定例会
※日時は変更する場合があります。

記 念 特 売 �

杉並グリーンセンター オープン�
（阿佐谷南３‐１３‐２）青梅街道天沼陸橋そば 

問い合わせは、同センター@５３４９‐８７９１へ 

区内生産の鉢物・植木・野菜など直売します�

日時　９月９日º　午前１０時～�
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��
　

区
内
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
み

ど
り
を
区
民
共
有
の
財
産
と
し

て
守
っ
て
い
く
た
め
、
樹
木
な

ど
の
所
有
者
の
協
力
を
得
て
み

ど
り
の
条
例
に
基
づ
き
保
護
指

定
し
て
い
ま
す
。

▽
指
定
対
象
と
な
る
み
ど
り

　

幹
の
周
囲
が
一
二
〇
⁄
以
上

で
良
好
に
生
育
し
て
い
る
樹

木
、
三
〇
〇
fl
以
上
の
樹
林
、

延
長
三
〇
¤
以
上
の
生
け
垣
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る

み
ど
り
の
所
有
者
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
職
員
が
調
査
に

伺
い
ま
す
。

▽
「
特
定
保
存
樹
林
地
」「
い
こ

い
の
森
」
制
度

　

保
護
指
定
し
た
樹
林
の
う
ち

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
を

指
定
す
る
「
特
定
保
存
樹
林
地

（
現
在
区
内
に
四
カ
所
）」
と
、

区
が
借
地
し
て
開
放
す
る
「
い

こ
い
の
森
（
現
在
区
内
に
二
カ

所
）」
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

に
は
税
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地

課
み
ど
り
の
係
へ
。

e
樹
木
・
樹
林
・
生
け
が
き
の

保
護
指
定
制
度

�
　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
所
得

制
限
を
設
定
す
る
年
齢
が
改
正

さ
れ
、　

月
１
日
か
ら
、
５
歳

１０

未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
に
対

す
る
所
得
制
限
が
廃
止
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
こ
の
医
療
費
助

成
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

で
、
新
た
に
助
成
の
対
象
と
な

る
年
齢
（
満
３
歳
お
よ
び
満
４

歳
）
の
方
に
「
お
知
ら
せ
」
を

郵
送
し
ま
す
。

　

同
封
の
乳
幼
児
医
療
証
交
付

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
健
康
保
険
証
を
持
参
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
９
月　

日
ま
で

１２

　

児
童
福
祉
係
（
郵
送
の
場
合

は
、
健
康
保
険
証
の
写
し
）

▽　

月
２
日
か
ら

１０

　

児
童
福
祉
係
ま
た
は
出
張
所

※
最
近
、
区
に
転
入
し
た
方
な

ど
、
お
手
元
に
「
お
知
ら
せ
」

が
届
い
て
い
な
い
方
は
児
童

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◇
新
年
度
の
医
療
証
を

送
付
し
ま
す

　

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
方
で
、　

月
１

１０

日
以
降
も
引
き
続
き
助
成
を
受

e
乳
幼
児
医
療
費
助
成

「
年
長
幼
児
医
療
費
助
成
の

 

お
知
ら
せ
」を
送
付
し
ま
す

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
シ
ル

バ
ー
パ
ス
は
９
月　

日
ま
で
の

３０

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
１
日
か
ら
有
効
の
パ
ス
を

１０希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
８
月
末

に
「
該
当
通
知
書
兼
引
換
券
」

な
ど
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

手
続
書
類
を
確
認
の
う
え
、

同
封
の「
交
付
窓
口
一
覧
」に
記

載
さ
れ
た
、
お
近
く
の
交
付
場

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

パ
ス
の
交
付
は
、
今
ま
で
区

役
所
や
出
張
所
の
窓
口
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
更
新

手
続
き
か
ら
バ
ス
事
業
者
（
都

バ
ス
・
関
東
バ
ス
・
京
王
バ
ス
）

が
、
直
接
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
事

業
課
管
理
係 
へ
。

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
に
は
、

９
月
下
旬
に
、　

年　

月
１
日

１２

１０

か
ら
有
効
の
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
。

　

な
お
、　

月
１
日
以
降
、
こ

１０

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
方
に
は
、
そ
の
旨
の

通
知
を　

月
中
旬
ご
ろ
に
送
付

１０

し
ま
す
。

◇
◯障
 

◯身
 

◯親
 

の
医
療
費
助
成
の
受

給
者
も
申
請
で
き
ま
す

　

◯障
 

、
◯身
 

、
◯親
 

の
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
る
小
学
校
就
学
前

（
６
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
３
月　

日
）
ま
で
の
方
に

３１

つ
い
て
は
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
小
学
校
就
学
前
で
、
◯障
 

ま
た
は
◯身
 

医
療
費
助
成
を
受
け

て
い
る
方
は
９
月
１
日
か
ら
、

◯親
 

医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る

方
は　

月
１
日
か
ら
乳
幼
児
医

１０

療
費
助
成
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉

係
へ
。�

　

平
成　

・　

年
度
に
杉
並
区

１３

１４

が
発
注
す
る
物
品
買
入
れ
な
ど

の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
区
に
入
札
参
加
資
格

入
札
参
加
資
格
申
請
を

 

受
け
付
け
ま
す

ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に

１１

３１

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

受
給
権
を
も
つ
方
（
戦
没
者
の

妻
、
父
母
な
ど
）
が
す
べ
て
失

権
（
死
亡
な
ど
）
し
、
平
成　
１１

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
そ
の

年
金
等
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
B
平
成
７
年
４
月
１
日
か

ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に

１１

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
、

平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て

１１

そ
の
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合

　

な
お
、
現
在
、
第
六
回
特
別

弔
慰
金
（
額
面
四
〇
万
円
）
も

し
く
は
戦
没
者
の
妻
、
父
母
の

特
別
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
、
ま
た
は
第
六
回
特
別
弔

慰
金
が
時
効
失
権
し
た
方
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
福
祉
係

ま
た
は
都
福
祉
局
援
護
福
祉
課

@
５
３
２
０
‐
４
０
７
７
へ
。

�
　

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
は
、

万
が
一
の
交
通
事
故
の
際
の
基

自
賠
責
保
険（
共
済
）の

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?

申
請
を
出
し
て
い
る
方
も　

年
１２

度
で
資
格
が
切
れ
ま
す
。
継
続

の
方
も
新
規
の
方
も
期
間
中
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

【
受
付
期
間
】　

月
２
日
〜

１０

　

日
の
う
ち
指
定
す
る
日
（
土

２０曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時
【
受

３０

付
場
所
】
区
役
所
西
棟
一
〇
階

会
議
室
【
受
付
種
目
】
物
品
の

買
入
れ
、建
物
管
理
業
務
な
ど
、

請
負
・
そ
の
他
業
務
【
申
請
様

式
】
杉
並
区
の
独
自
様
式
【
申

請
書
配
布
期
間
】
▽
継
続
の
方

＝
９
月　

日
〜　

日
▽
新
規
の

１１

２９

方
＝
９
月　

日
〜　

月　

日
、

１１

１０

１８

い
ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時
【
申
請
書
配
布
場
所
】
契

約
係
（
区
役
所
東
棟
五
階
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、契
約
係
へ
。

※
工
事
請
負
、
設
計
・
測
量
・

地
質
調
査
な
ど
の
業
務
委
託

の
受
け
付
け
は
、　

年
１
月

１３

に
行
う
予
定
で
す
。
受
付
期

間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
七
回
特
別
弔
慰
金
（
国
庫
債

券
額
面
二
四
万
円
）
が
次
の
戦

没
者
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
A
平
成
７
年
４
月
１
日
か

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を

含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険

で
す
。
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ

ク
・
原
付
自
転
車
は
、
特
に
期

限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
陸
運

支
局
旅
客
課
旅
客
第
一
係
@
３

４
５
８
‐
９
２
３
３
へ
。

�★
身
体
障
害
者
対
象

　

東
京
都
職
員
（
¡
類
事
務
）

募
集

　

【
採
用
予
定
数
】
一
八
名

【
第
一
次
選
考
】　

月　

日
∂

１０

１５

【
受
験
資
格
】
A
自
力
に
よ
り

通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
B
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
C
学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和　

年
４
月
２
日
〜　

年
４

４８

５８

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
D

通
常
の
勤
務
時
間
に
対
応
で
き

る
人
E
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出

題
に
対
応
で
き
る
人
【
申
込
書

の
配
布
】
８
月　

日
か
ら
都
人

１１

事
委
員
会
試
験
課
（
都
庁
第
一

情 報

本
庁
舎
Ｎ
塔
三
八
階
）
お
よ
び

第
一
・
第
二
本
庁
舎
一
、
二
階

各
案
内
所
【
申
込
方
法
】
A
郵

送
＝
８
月　

日
〜
９
月　

日

１１

２２

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒　

‐
１６３

８
０
０
１
東
京
都
人
事
委
員
会

試
験
課
（
住
所
不
要
）
B
持
参

＝
９
月　

・　

日
に
人
事
委
員

２５

２６

会
事
務
局
試
験
課
窓
口
で
受
付

【
問
合
せ
】
人
事
委
員
会
事
務

局
試
験
課
@
５
３
２
０
‐
６
９

５
２
〜
４

※
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
@
３
３
４
３
‐
５
８
０
０

（
二
四
時
間
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
ttp

://w
w
w
.s
a
iy
o
u
.

m
e
tro

.to
k
yo
.jp

/

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

就
業
支
援
講
習

　

【
コ
ー
ス
名
】
家
庭
の
保
育

と
介
助
【
対
象
】　

歳
以
上
で
、

６０

講
習
終
了
後
õ
杉
並
区
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
規
入
会

し
、
就
業
で
き
る
方
【
期
間
】

　

月　

日
π
〜　

月
８
日
π

１０

２５

１１

【
時
間
】
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
【
会
場
】
東
京
都
高
年
齢
者

就
業
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
区
飯

田
橋
３
―　

―
３
シ
ニ
ア
ワ
ー

１０

ク
東
京
内
＝
Ｊ
Ｒ
中
央
線
飯
田

橋
駅
東
口
下
車
徒
歩
七
分
）【
定

員
】
選
考
で
若
干
名
【
受
講
料
】

無
料
【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
コ
ー
ス
名
・
生
年
月
日
も
書

い
て
、
９
月　

日
（
必
着
）
ま

１８

で
に
ú
東
京
都
高
齢
者
事
業
振

興
財
団
（
〒　

‐
０
０
７
２
千

１０２

代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
３

１０

へ
。【
問
合
せ
】
同
財
団
@
５
２

１
１
‐
２
３
２
７
へ
。

★
清
掃
工
場
個
人
見
学
会
の
お

知
ら
せ

　

【
日
時
・
工
場
名
】
A　

月
１０

　

日
∫
＝
豊
島
B　

月　

日
º

１２

１０

１４

＝
光
が
丘
C　

月　

日
º
・　

１０

１４

２８

日
º
＝
杉
並
／
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
１
時　

分
〜
３
時
【
定

３０

員
】
五
〇
名
（
先
着
順
）【
費

用
】
無
料
【
申
込
み
・
問
合
せ
】

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
@
５
３
６
１
‐
３
６
１
６

★ 
痴
呆 
性
老
人
に
つ
い
て
の

ち

ほ

う

　

講
演
会

　

【
日
時
】
９
月
６
日
π
午
後

２
時
〜
【
会
場
】
浴
風
会
大
ホ

ー
ル（
高
井
戸
西
１
―　

―
１
）

１２

【
内
容
・
講
師
】
講
演
・
痴
呆

性
老
人
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

＝
日
本
大
学
文
理
学
部
教
授
・

長
嶋
紀
一
さ
ん
／
ビ
デ
オ
鑑

賞
・
痴
呆
性
老
人
の
ケ
ア
の
理

念
と
実
践
＝
浴
風
会
研
究
セ
ン

タ
ー
主
任
・
永
田
久
美
子
さ
ん

【
申
込
み
】
直
接
会
場
へ
【
問

合
せ
】
浴
風
会
研
究
セ
ン
タ
ー

@
３
３
３
４
‐
２
１
７
３

８
月　

日
２１

号
８
面
９

月
の
健
康
相
談
表
の
高
円
寺
保

健
セ
ン
タ
ー
子
育
て
に
関
す
る

相
談
は
、
高
円
寺
南
五
丁
目
会

館
で
行
い
ま
す
。
ま
た　

日
の

２９

精
神
保
健
相
談
は
中
止
し
ま

す
。

シ
ル
シ
ル
ババ
ーー
パパ
スス
更
新
更
新
のの
ごご
案案
内内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

三宅島・新島・神津島近海
地震災害義援金

三宅島・新島・神津島近海地
震災害への義援金を、次の口
座で受け付けています

▽郵便振替
日本赤十字社東京都支部
　口座＝００１３０ー５ー７８８３
【受付期間】９月２９日まで

　振込用紙の通信欄に「三宅
島・新島・神津島近海地震災
害義援金」と記載してくださ
い。振込手数料は、かかりま
せん

　問い合わせは、福祉係へ

訂
正
と
お
わ
び

　区では、４月１日から毎週広報ビデオを制作し、ケーブル
テレビ（ジェイコム東京２チャンネル）で、毎日３回（午前
９時～、正午～、午後７時～）放映しています。
　地域の情報や行事など楽しい話題をお送りしています。ぜ
ひご覧ください。

　

都
で
は
、
杉
並
中
継
所
の

排
水
に
含
ま
れ
て
い
た
硫
化

水
素
を
原
因
と
し
て
、
平
成

８
年
３
月
か
ら
８
月
の
半
年

間
に
、
杉
並
区
井
草
４
、
５

丁
目
地
域
で
異
臭
を
感
じ

て
、
眼
や
の
ど
の
痛
み
な
ど

の
症
状
を
発
し
医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
た
方
に
対
し

て
、
そ
の
治
療
費
な
ど
の
損

害
を
賠
償
す
る
こ
と
と
し
、

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

請
求
受
付
期
限
は　

月　
１１

３０

日
ま
で
で
す
。

　

請
求
受
付
窓
口
・
問
い
合

わ
せ
は
、
都
環
境
局
移
管
事

業
調
整
室
管
理
調
整
課
@ 

５
３
８
８
‐
３
４
６
０
ま
た

は
５
３
８
８
‐
３
４
５
８

へ
。

杉
並
中
継
所
周
辺
健
康
被
害
を
受
け
た
方
へ
の

損
害
賠
償
に
つ
い
て（
都
か
ら
の
お
知
ら
せ
）

ご存じですか？「すぎなみニュース」

ア
メ
リ
カ
の

 

未
臨
界
核
実
験
に
抗
議

　

区
と
区
議
会
は
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
が
実
施
し
た
未

臨
界
核
実
験
に
抗
議
し
、

今
後
の
計
画
の
撤
回
を
求

め
る
要
請
書
を
大
使
館
を

通
じ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
あ
て

に
提
出
し
ま
し
た
。
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

e区民体育祭秋季大会
◇アーチェリー競技会

　【日時】é予選＝９月２４日∂午前９時～午後５時é決勝＝１０月８日∂【会場】
上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・
在学で中学生以上の方【種目】一般男子、一般女子、新人男子、新人女子【参加
費】予選・決勝とも１人２００円【申込み】当日予選会場へ【問合せ】区アーチェ
リー協会・小杉@３６６７‐８０６４（午前９時～午後５時）、@３３９０‐６８３９（午後８時
～１０時）
◇ゴルフ大会

　【日程】１０月１９日∫【会場】富士カントリー富岡倶楽部（群馬県富岡市藤木
６２１）【対象】区内在住・在勤・在学の方または区ゴルフ連盟加盟者【定員】１００
名（先着順）【参加費】５０００円（別途プレー費１５０００円消費税別と交通費は各自
負担）【申込み】往復ハガキまたはファクス（３面ハガキ記入例参照）にハンデ
ィキャップ、バス利用の有無も書いて、９月２０日（必着）までに区ゴルフ連盟
「秋季ゴルフ大会」係（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３‐２�３３３９‐４５４５）へ【問
合せ】同係@３３３９‐８２２６【備考】当日午前６時に中杉通り区役所横より会場行き
のバスあり（料金３５００円）
◇弓道

　【日時】é高校生の部＝９月１５日¥午前９時～午後５時é一般の部＝１０月１日
∂午前１１時～午後５時【会場】上井草スポーツセンター弓道場（上井草３‐３４‐
１）【種目】高校、一般いずれも団体の部・個人の部【対象】é一般の部＝区内在
住・在勤・在学の方é高校生の部＝区内在住・在学の方【参加費】無料【申込み】
é一般の部＝当日直接会場へé高校生の部＝９月８日までに電話で区弓道連盟・
曽根へ。ファクス�５３１０‐６１９１での申し込みも可【問合せ】同連盟・曽根@５３１０
‐６１９１
◇柔道

　【日時】１０月２２日∂午前９時３０分～午後３時３０分【会場】日本大学第二高等学
校（天沼１‐４５‐３３）【種目】小学生、中学生、段外、初段、二段、三段、女子【対象】
区内在住・在勤・在学で小学生以上の方【参加費】無料【申込み】団体は責任者が
参加者の学年別・段位別に氏名、身長、体重を申込書（事前に配布します）に書い
て、一般は、ハガキに住所、氏名、年齢、性別、身長、体重を書いて、９月２９日（必着）
までに区柔道会・帯津（〒１６７‐００３２天沼１‐４‐１５）へ【問合せ】同会・帯津@３３９１‐
６７０５

eなぎなた
　【日時】１０月３日～１１月２１日の毎週火曜日午前１１時～午後１時（計８回）【会
場】上井草スポーツセンター小体育室【対象】区内在住・在勤・在学の初心者・
初級者の方【定員】４０名【参加費】１３００円【申込み】往復ハガキに（３面ハガキ
記入例参照）で９月１１日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上
井草３‐３４‐１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同スポーツセンター
@３３９０‐５７０７【備考】託児（３歳～就学前）あり

FAX

FAX

eバドミントン
　【日時】１０月１７日～１２月５日の毎週火曜日午後７時～午後９時（計８回）【会
場】妙正寺体育館【対象】区内在住・在勤・在学で初心者・初級者の方【定員】
４０名【参加費】２４００円【申込み】往復ハガキに（３面ハガキ記入参照）で９月１１
日（必着）までに妙正寺体育館（〒１６７‐００３３清水３‐２０‐１２）へ。申し込み多数
の場合は、抽選【問合せ】同体育館@３３９９‐４２２４
eトリムエクササイズ
　ストレッチ体操を取りいれたエクササイズで、いい汗を流そう。
　【日時】１０月５日～１１月９日の毎週木曜日午前１１時～午後１時（計６回）【会
場】大宮前体育館【対象】区内在住･在勤・在学の方【定員】４０名【参加費】１０００
円【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で９月１１日（必着）までに大
宮前体育館（〒１６８‐００８１宮前２‐１１‐１１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問
合せ】同体育館@３３３４‐４６１８
eフィットネスセミナー　肩こり腰痛予防コース
　運動不足による肩こり・腰痛を予防するために家庭でできるストレッチ・体操
を指導します。
　【日時】９月２７日π午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】無料
（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で９
月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）
へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@３３９０‐５７０７【備考】セ
ミナー開催中は一般利用はできません
e盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】９月２４日∂午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】希望者は、直接会場
へ【問合せ】同体育館@３２２０‐３３８１

e区民歩こう会（国分寺）
　国分寺台地の崖線に沿って涌き出る清水を訪ねる「ハケの道」・「静かなせせら
ぎのお鷹の道」と国分寺跡を訪ねる「歴史の道」を歩いてみませんか。
　【日時】１０月１日∂午前９時までにＪＲ武蔵小金井駅南口へ集合。各コースご
とに現地解散【選択コース】Aハケの道（５‹）＝駅南口～滄浪泉園～貫井神社
～殿ヶ谷戸庭園～ＪＲ国分寺駅（解散予定１２時）B歴史の道（１０‹）＝①のコー
スに続いて、お鷹の道～国分寺～国分寺跡（昼食）～ＪＲ西国分寺駅（解散予定
午後２時３０分）C森の道（１２‹）＝Bのコースに続いて、武蔵台公園散策～ＪＲ
西国分寺駅（解散予定午後３時）【対象】区内在住・在勤・在学で全行程を歩ける
方（小学生以下は保護者同伴）【定員】申込者全員【参加費】無料、傷害保険料２０
円（交通費などは自己負担）【申込み】ハガキ（３面ハガキ記入例参照）に希望コ
ース、参加人数も書いて、９月１２日（消印有効）までに社会体育係へ【備考】小雨
決行、雨具持参、はきなれた運動靴で参加してください。B・Cコースは弁当持
参。当日参加も可。先着２５０名に参加賞があります【問合せ】社会教育スポーツ課
へ

競技大会　

その他
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スポーツ�
スポーツのある暮らし　健康の第一歩�

スポーツ教室

　

　「オリンピックは小さいときからの夢。ドキドキしながら選考会にのぞみまし

た」と、憧れの舞台への思いを語ります。

　物心がついた時には、スイミングスク－ルで、２つ違いのお姉さんの真似をして

泳いでいたそうです。それ以来、水泳一筋の日々をおくってきました。「辛い時も

ありましたが、友だちもいっぱいできたし、ここまで続けて来てよかったです」。

　今は得意の平泳ぎ２００ｍに照準を合わせ、練習に励んでいます。オリンピックに

向けた練習はさぞかしハードなものかと思いきや、「そんなにはしてないんです

よ。距離にして１日１万ｍくらいかな？」と屈託のない笑顔を見せています。

　各国から強豪が集まるオリンピック。国を代表しての大会に気負いなどはない

のでしょうか。「私の場合は、まず決勝へ進むことが目標です。自己ベスト記録は

絶対に狙いたい！オ－ストラリアでは水泳が人気なので、注目される中で堂々と

泳ぎたいですね」と、明るく話してくれました。

いよいよ今月１５日からシドニ－オリンピックが始まります。４年に１度のこの大会に、中央大

学２年生の磯田順子さんが、平泳ぎ１００ｍと２００ｍに出場します。

大会に向けての抱負など、お話を伺いました。

　昭和５６年に杉並区で生まれる。松渓中学校、
東京立正高等学校を卒業後、中央大学法学部
に入学し、現在２年生。４月の日本選手権で、
平泳ぎ１００ｍ１分１０秒２９、２００ｍで２分２８秒０４
の記録を出し、日本代表としてオリンピック
出場権を獲得。

磯田順子さんの経歴

磯田順子さん（１９歳）

シドニーオリンピック出場おめでとう！
平泳ぎ１００ｍ・２００ｍ

磯田さんを
応援しよう！

◇女子平泳ぎ１００ｍ
９月

　１７日∂予選、準決勝

　１８日∑決勝

◇女子平泳ぎ２００ｍ
　２０日π予選、準決勝

　２１日∫決勝
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�
　

岩
櫃
山
は
吾
妻
町
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
。
自
然
村
は
そ
の
山

ろ
く
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

奇
岩
・
怪
岩
が
重
な
り
合
う

岩
櫃
山
の
姿
は
、
中
国
の
山
水

画
そ
の
も
の
。
運
が
よ
け
れ
ば

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
に
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
登
山
道
を
登

り
、
中
腹
の
岩
櫃
城
跡
で
上
州

の
歴
史
を
し
の
ぶ
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。

�
　

吾
妻
川
の
上
流
に
は
「
関
東

の
耶
馬
渓
」、吾
妻
渓
谷
が
あ
り

ま
す
。
大
昔
に
噴
き
出
さ
れ
た

溶
岩
が
川
水
に
侵
食
さ
れ
、
切

り
立
っ
た
崖
や
奇
岩
、
滝
な
ど

を
生
み
出
し
ま
し
た
。　

月
下

１０

旬
か
ら　

月
上
旬
に
か
け
て
、

１１

両
岸
に
生
い
茂
る
木
々
の
紅
葉

が
見
事
で
す
。

　

旅
と
酒
の
歌
人
と
し
て
知
ら

◇ 
岩
櫃 
山
を
探
検
し
よ
う

い
わ
び
つ

◇
渓
谷
の
美
を
訪
ね
て

れ
た
若
山
牧
水
が
「
こ
れ
ほ
ど

好
ま
し
い
渓
と
は
想
像
し
な
か

っ
た
」
と
絶
賛
し
て
い
る
ほ
ど

で
す
。

�
　

山
歩
き
で
疲
れ
た
ら
、
立
派

な
町
営
温
泉
か
ら
渓
谷
の
そ
ば

の
秘
湯
ま
で
、
町
の
各
地
に
あ

る
温
泉
で
疲
れ
を
い
や
す
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
秋

の
一
日
は
、
燃
え
る
よ
う
な
紅

葉
の
中
、
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
の
が
一
番
。
そ
し
て
自
然

村
の
夜
は
満
天
の
星
空
。
都
会

で
は
味
わ
え
な
い
、
心
に
残
る

体
験
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

☆

　

自
然
村
に
も
ス
ポ
ー
ツ
施
設

や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
充
実
し
た

設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
一
度

来
る
と
ま
た
来
た
く
な
る
、
そ

ん
な
吾
妻
の
魅
力
を
体
験
し

に
、
す
ぎ
な
み
自
然
村
へ
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
温
泉
で
ゆ
っ
く
り

　

杉
並
区
の
真
ん
中
を
東
西
に

走
る
中
央
線
は
い
く
つ
も
の
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
名
曲
に
歌
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
を
代
表

す
る
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
四
人

が
、
中
央
線
ゆ
か
り
の
歌
を
歌

い
な
が
ら
思
い
出
を
語
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１８

４
時
開
演
（
３
時　

分
開
場
）

３０

【
入
場
料
】
三
〇
〇
〇
円
（
全

席
指
定
・
会
員
割
引
あ
り
）【
会

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）【
出
演
】
小
室
等
、
友

２３

１５

部
正
人
、
高
田
渡
、
な
ぎ
ら
健

壱
【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
】
９

月
１
日
午
後
１
時
【
販
売
窓

口
】
A
文
化
・
交
流
協
会
（
上

荻
３
―　

―
５
杉
並
会
館
）
初

２９

日
は
電
話
予
約
の
み
B
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
区
役
所
内
店

（
西
棟
二
階
）
＝
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
C
各
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
開
館
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
）

若
手
あ
と
お
し
落
語
会 

「
林
家
久
蔵
」
勉
強
会

　

今
回
笑
い
を
運
ん
で
く
れ
る

の
は
、
木
久
蔵
門
下
の
久
蔵
さ

ん
で
す
。

　

【
日
時
】
９
月　

日
º
午
後

１６

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
杉
並
会
館
（
上
荻
３

―　

―
５
）【
入
場
料
】
五
〇
〇

２９
円
【
出
演
】
林
家
久
蔵
ほ
か

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
区
文
化
・
交
流
協
会

文
化
係
@
５
３
１
１
‐
７
０
３

５
へ
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
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すぎなみ自然村�
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温川キャンプ場�

浅間隠温泉郷�

浅間隠山� 至高崎�

〈創作館イベント情報〉

竹玩具…竹で竹とんぼ、竹鉄砲などを作る
染め物…タマネギの皮でハンカチを染める
陶　芸…１Ëの粘土で作品を作る
野鳥観察…自然村周辺の野鳥、動物を観察

９・１０月

そば打ち…こねる・のす・ゆでる。すべて手作業で作る
 Xmasリース作り…自然の素材で作る
田舎まんじゅう作り…素朴なおまんじゅうを作る

１１・１２月

竹玩具…竹ひごで手作り凧を作る
おきりこみ…田舎風煮込みうどんを作る　　１月

味噌作り…無添加の田舎味噌を仕込む
シルクフラワー…かいこのまゆを使って小物を作る２・３月

（注）１．各教室とも約２時間、参加費は５００～１０００円程度。２．開催
日時等の詳細については、すぎなみ自然村へ問い合わせを。３．講
師などの都合により変更になることがあります。

〈施設の料金〉（大人＝12歳以上、子ども＝3歳～11歳）

料　金（カッコ内は減額料金）
施　設

子ども大　人

３３００円（２４００円）５６００円（３８００円）１泊２食つき本　館

（１棟１泊）　　＝１８００円
（ピアノ付の棟）＝２４００円基本料金

ログハウス
１８００円（　９００円）３６００円（１８００円）１泊食事なし

　１００円（　５０円）　２００円（　１００円）１泊食事なしキャンプ場

（注）1．区民で、６５歳以上の方は健康保険証等を、身体障害者手
帳・精神障害者保健福祉手帳・愛の手帳をお持ちの方は手帳を、現
地施設のフロントに提示すると料金が減額になります（コピー
可・提示がないと通常料金）。２．自然村のログハウス使用者で食
事（２０００円増）を希望する方は、申請時に申し出てください。３．
自然村キャンプ場の開設は、４月２５日～１０月の第３週の日曜日ま
で。オートキャンプはできません。４．特別料理などの注文は３日
前までに現地施設へ。

すぎなみ自然村�
群馬県吾妻郡吾妻町�
大字原町岩櫃山４３９４３９９�
@０２７９‐６８‐５３３０２７９‐６８‐５３３８�

群馬県吾妻郡吾妻町�
大字原町岩櫃山４３９９�
@０２７９‐６８‐５３３８�

紅葉の�
秋は行楽シーズン。区立の保養施設・すぎなみ自然村は、東京から約２時間半、群馬県の吾妻町にあります。 

紅葉の季節、自然村を拠点にしてハイキングや温泉めぐりに、さあ出かけよう！ 

民家を復元した創作館では、「伝統文化・自然・人とのふれあ
い」をテーマに、吾妻ならではの体験型の各種教室を開催して
います。参加希望者は、事前にすぎなみ自然村に予約してくだ
さい。

中央線 
フォーク
コンサート

▲林家久蔵

　▲秋空にそびえる紅葉の岩櫃山

宿泊に関する申し込み・問い合わせ１０月の空室の
受け付け１１月の申し込み自自

然然
村村
のの
利利
用用
方方
法法

　近畿日本ツーリスト杉並区役所
内店（区役所西棟二階）@３３１２‐
６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午
後５時。土曜、日曜、祝日は除く）
※使用の取り消しや変更は早めに
電話でご連絡ください。利用日の
３日前の午後５時までに連絡なし
で取り消しした場合は、利用料金
相当分をいただきます

　９月１日か
ら利用日の前
日まで、電話
または区役所
内窓口で受け
付けます。空
室状況をお問
い合わせくだ
さい

　専用ハガキ（区役所、出張所、地域区
民センター、区民集会所、サービスコー
ナー、高齢者活動支援センターにありま
す）に記入し、９月１日～１８日（必着）ま
でに郵送または区役所内窓口へ持参を。
期間外に届いたものと重複申し込みは無
効です。９月２０日に抽選し、月末に結果
（当選者には使用承認書）を通知します
（１１月の休館日は、１４日～１６日です）

主な所要時間

電車利用の場合
　上野------- 渋川------- 群馬原町
　　　２時間　　　 ４０分
車利用の場合
　練馬Ｉ.Ｃ--- 渋川Ｉ.Ｃ--- 吾妻町
　　　１時間２０分　　　４０分
ＪＲバス〈上州ゆめぐり号〉
 �������� 利用の場合
　新宿駅新南口--- 群馬原町駅入口
　　　　　２時間４０分

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまずお電
話でご相談ください（平日夜間の小児科の急病
診療は休止しました）。

 東 京 都 健 康 情 報 ひ ま わ り @５２７２‐０３０３
東京消防庁災害救急情報センター @３２１２‐２３２３

休日などの急病診療など

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

@3391－1599ê外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

●日曜・祝日…午前９時～午後４時
@339８－５６６６歯 科ê

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

@3391－５５３９調 剤 薬 局ê

（ ）２４時間
受付


